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概 要：

本国際会議はその名称が示すように，「メディア技術/システム」と「通信方式/システム」を 2つの柱とす

る ICT(Information and Communication Technology) 分野の会議である。会議名称にある”Intelligent”とは

「人間のための」，「環境に適応した」等の知的なソフトウェア/ハードウェア技術を追求することを意味して

いる。すなわち，ICT分野から『人間・環境との融合・調和を目指した技術を促進』する国際会議であり，

今年が 21 回目の開催となった。本会議のスタート当初の 1990 年代はこれら ICT分野の黎明期であったが，

それから 20 年の月日が経ち，今日では円熟期を迎えている。

本年はタイ，台湾，韓国等の東南アジア諸国を中心に 17ヶ国から 65名の外国人研究者を含め，日本人研究

者を加えると総勢 200名の参加を得るに至った。33 セッションで「メディア」と「通信」を中心に活発な討

論が行われ，ICT分野の研究発展に寄与したものと考える。

基調講演は「ICT分野における先駆的研究」，「ICT分野のビジネス」，そして，「良き ICT社会構築のため

の提言」を目的とした講演であり，森川博之教授 (東京大学)，Beyong Gi Lee 教授 (Seoul National

University)，藤本真樹氏 (グリー株式会社) の 3名が講演者であった。

本国際会議では優れた研究への称賛と若手研究者育成のために「論文賞」と「学生論文賞」の選出を行っ

た。論文賞にもKorea University の学生を筆頭著者とする論文が選出され，3名の優れた学生研究者に授賞す

ることができた。
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概 要：

ICMIは，多様なモダリティに着目した次世代の知覚的，適応的インタフェースに関する国際会議で，人間

と人間のインタラクションの分析，その知見を応用した人間と機械のインタラクションのモデル化，マルチ

モーダルインタフェースの設計と構築，およびその評価に関わる学術的に極めて質の高い発表が行われる。

今回は，27件の口頭発表 (採択率 20%)，22件のポスター発表 (同 17%)，3件の基調講演で構成され，サテ

ライトイベントとして，Doctoral Consortium，5つの Grand Challenge，3つのWorkshopが企画された。

派遣従事者が企画した Doctoral Consortiumでは，博士課程の学生がそれぞれの研究成果を発表し，助言者

として起用された HCI分野の著名な産学研究者と“円卓を囲んで”，博士論文の執筆に至るプランについて議

論を行った。また，ランチタイムに助言者がそれぞれのキャリアパスを披露し，それを議論の種としてパネ

ルディスカッションを行った。このような活動が若手のコミュニティ作り促進に貢献したことは明らかで

あった。

発表内容としては，インタラクションの参与者の「個性」「感情」といった内部状態の推定に関するものや，

計測モダリティについては「視線」に関するものが多かった。今後これらが HCI の設計における最重要な要

素になることが顕在化した。また，コンピュータビジョンやマルチメディア分野などを席巻している機械学

習が本分野に浸透していることも明らかであった。人間が関わる系に分析，設計，開発，評価といった様々

な視点からアプローチするマルチモーダルインタラクション研究，そしてそれらが会する ICMIは，多くのコ

ンピュータサイエンス研究者のターゲットとなり，今後益々盛り上がりを見せるものと期待できる。
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